
令和 7年度
学力向上を図るための全体計画 小１８ 練馬区立練馬小学校

○東京都 教育目標 基本方針２ 学校の教育目標 ○学校・地域の実態から目指す

基礎学力の向上を図り、子供たちの個性と創造力を伸ば 心身ともにたくましい児童に育てる 学校の敷地は広く、四季折々の花や緑に恵まれた環境に

す教育を重視するとともに、国際社会に生きる日本人を育 〇よく考え行う子ども ある。また、各学年が十分に活動できる畑もある。

成する教育を推進する。 ○明るく元気な子ども 開校１４８年の歴史があり、親子で代々通学している家

○練馬区教育目標 ◎思いやりがありやさしい子ども 庭がある一方、他地区から新しく住民になった人も多く、

教育基本法の精神にのっとり、人間尊重の精神を基調と ○なかよく協力し合う子ども 家庭環境が複雑化してきている。保護者、地域の学校への

し、学校・家庭・地域社会との緊密な連携のもとに、心身 関心は高い。児童は素直で活動的である。

ともに健康で知性と感性に富み、人間性豊かな子供の育成 学習に対する意欲はあるが基礎基本の定着が十分でない

を図る。 児童もいる。全ての児童に基礎学力を向上させ、補充と発

展のための学習を組織していきたい。

各教科の指導の重点

国語 学 校 経 営 計 画

○自分の思いや考えを言葉で表現する活動を

充実する ◎ 人と人のつながりを大切にする、笑顔あふれる学校

○相手を尊重し伝え合う力を高める

○思考力・想像力を養い豊かな心情を育てる 「将来への夢や希望をもって主体的に学べる学校」 道徳教育の指導の重点

社会 ○「よく考え行う子ども」を育てる。

○問題解決的な学習活動を充実させる ○児童の実態に即し、計画的に考え、議論

○社会の一員という自覚をもたせる し、問題解決的な学習や体験的な学習を

○社会に関わるための基礎基本の力を育てる ・学習指導の充実による授業規律、学習習慣、 行うことによって各教科、領域で行う道

算数 基礎的・基本的な内容の定着 徳教育の深化、統合、補充ができるよう

○筋道を立てて考える力を育てる にする。

○計算や作図等の技能を育てる ・思考力・判断力・表現力、自ら学ぶ意欲や主体的な

○数量や図形等の基礎基本の力を育てる 学び方、情報活用能力の育成

理科 キャリア教育の指導の重点

○問題解決的な学習活動を充実させる ・読書による言語活動の充実 ○自分のよさや得意分野に気付き、それら

○自然や生命を愛する心情を育てる を生かそうとする意欲や態度をもつ。

○科学的な見方や考え方を養う ○情報活用能力を育てる。

生活 ○職業に対する基本的な知識理解を得る。

○体験や具体的な活動を重視する ○勤労を重んじ、目標に向かって努力する

○生活上必要な習慣や技能を育てる 態度と勤労観の育成を図る。

○自立への基礎的能力や態度を養う

音楽

○豊かな感性を育成する 本校の確かな学力 特別活動の指導の重点

○表現力を伸長する ○児童の自発的、自治的な実践活動を通し

○技能の養成をする 本校では、学習指導要領に示された基礎・基本を重視し、次 て自主性と個性の伸長を図り、集団の一

図工 の力を育成する。 員としての自覚を高める。

○豊かな情操を育成する ○学年、学級、兄弟学年などの異年齢集団

○表現力・創造力を育成する ○学ぶ意欲 の中で、心の交流を図り、望ましい人間

○技能の養成をする ・児童のよい点や進歩の状況などを積極的に評価し、学習に対 関係を育成する。

家庭 する関心・意欲を高める。 ○学校行事や集会活動を通して、学校生活

○家庭生活をよりよくしようとする の充実のためにすすんで活動する意欲や

態度や家族を愛する心情を育てる ○基礎的・基本的な学習内容の 態度を育てる。

○衣食住への基礎的知識と技能を育てる 定着と向上

体育 ・校内共通理解の下、返事や挨拶、話の聞き方、学習用具の準

○健康の増進と体力の向上を図る 備、家庭学習の習慣等、規律ある学習習慣を確立させる。 生活指導の重点

○協力、公平などの態度を育てる ○生活の基本的習慣や基本的行動様式の定

○健康安全に対する知識を身に付ける ・基礎的・基本的な学習内容の定着のため、児童自らが主体的、 着を図り、心身の調和のとれた人格の形

協働的に学ぶ授業を目指す。児童が考え、表現したり交流し 成を図る。

たりする指導を行う。 ○豊かな人間関係を育み、豊かでけじめの

総合的な学習の時間の指導の重点 あるたくましい児童を育てる。

自ら課題を捉え、学び、考え、判断し、試行 ・国語の「書くこと」を基にした作文指導を朝の時間に位置 ○一人一人の個性や能力を伸ばし、生涯に

錯誤の体験をしながら、主体的に問題解決で 付け、日常的に文章を書くことに親しませる。 わたり自らを高めていく素地を養う。

きる能力を育てる。また、自分のよさや可能 ○社会の一員としての自覚を高め、自己実

性に気付き、自らの生き方を考えることので ・ICT 機器を活用させた対話的な学習を充実させ、児童の話す 現を図る能力と態度を培う。

きる能力を育てる。 聞く力を育てる。

○学校や地域の自然環境、施設、身近な人々

に目を向けさせ、実際に調べたり体験した ・読書活動を充実させるために校内で様々な手法を研修し、 外国語・外国語活動の重点

りする探究的な活動を重視し、栽培活動、 各教科等と関連付けながら、思考力や表現力、主体的に学ぶ ○日本や外国語の言語・文化と接する体験

体験的な活動、創造的な活動の充実に努め 力を育てる。 的な活動を行い、幅広い言語に関する能

る。 力や、国際感覚の基盤を養う。

○情報活用能力を育成するため、情報の受信、 ○豊かな人間性 ○「外国語を使って主体的にコミュニケー

収集、整理、発信する学習を定期的に行う。 ・互いに学び合いながら、児童一人一人の考え方を生かせる ションをとろうとする児童の育成」を研

学習活動を設定し、創造的な思考力や適切な判断力を育てる。

力を育てる。

本校の授業改善に向けた視点

指導内容・指導方法の工夫 教育課程編成上の工夫 校内における研究研修の工夫 評価活動の工夫 家庭や地域との連携の工夫 小中一貫教育の視点

○全国学力学習状況調査の ○少人数学習を取り入れ、課 ○「話す・聞く力の向上」を目 ○全国学力学習状況調査の結 ○学校公開日等に保護者・ ○校区別協議会において

結果や授業による評価を 題別・習熟度別に応じた工 指し研究を進める。低・中・ 果を全校で分析し、各学年 外部の方たちのアンケ－ト 各学校の生活面・学習

分析し、各学年・各教科 夫した学習を行う。 高学年の３分科会を作り、５ の傾向とも照らし合わせて を実施する。これらの評価 面の状況を把握すると

ごとに指導の重点を設定 ○積極的に栽培活動などの自 月から１月までの年間６回、 全体の見直しをする。 を授業改善、学校経営に ともに、課題改善カリ

し、指導法の改善工夫に 然体験や国際理解教育の活 各学年が研究授業を行い、多 ○各学年で、各教科の目標に 生かしていく。 キュラムを作成し、活

向けた具体的な取り組み 動を取り入れ、探究心を大 様な指導法を身に付ける。 準拠した評価を計画的に行 ○地域の方々と積極的に交流 用する。また、学習規

を実践する。 切にした学習を行う。 ○都や区の実践を学び、研修し っていく。 を図るように努力する。 律や問題解決学習等の

○体験的な学習や問題解決 ○「書くこと」の日常化の一 た内容を実践しながら学ぶ。 ○全国学力学習状況調査の結 （生きる力を育む活動） 学び方において、小学

的な学習を重視する。 つとして、毎週金曜日の ○担任は授業を１回以上公開 果の分析や評価したことを ○学校評議員の評価を重要な 校教育から中学校教育

基礎的基本的な内容の確 朝の時間に「書きたいむ」 し、授業力を向上させる。 学校ホ－ムぺ－ジに載せ、 項目として生かしていく。 への円滑な接続を検討

実な定着と向上を図る。 を実施し、書く力の基礎力 ○毎月１回以上、校内の教員同 外部からの意見もいただけ していく。

〇児童用タブレット、教室 の向上と意欲の向上を図る。 士が指導方法等を学び合う。 るようにする。 ○小中一貫教育実践校と

の ICT 機器を活用した指 して、中学校での体験

導方法を工夫し、児童の 授業を計画・実施する。

活用能力を高める。


